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安田隆人参事が語るコミュニティ・スクール第一弾

【課題解決編】

第1回　高梁市社会教育課　生涯学習係　安田隆人参事

　　

「コミュニティ・スクールの魅力」　
　コミュニティ・スクールとは、「学校運営協議会」を設置した学校です。

学校運営協議会は、地域や保護者の代表、地元企業や法人の代表、地域学校協働推進員（地

域と学校をつなぐ地域側の方）や校園長など様々な立場の方で構成され、校長が作成する学校

運営の基本方針を承認したり、学校運営について教育委員会又は校長に意見を述べたり、さら

に教職員の任用に関して、教育委員会に意見を述べたりすることができると、法律に定められて

います。



何か少し難しいですね。私は、いろんな場面で次のように伝えています。

コミュニティ・スクールは、地域や保護者の方とアイデアを出しながら、学校や子どもに関わる課

題を解決したり、学校や地域の魅力をより高め発信したりする学校です。要は、子どもたちの、激

しい時代を生き抜く力を育成するために、三者で知恵を出し合い、様々な弱みを解決し、強みを

生かして、魅力ある学校をつくることです。これは、まさに、校長の学校経営そのものですね。

例えば、高梁市内の小学校の学校運営協議会に参加させていただく中で、委員の方から、この

ような意見がでていました。

「最近、元気にあいさつができない班があるなあ」

「横断歩道を渡るとき、止まって確認せずに行く班があり、危ないなあ」

「○○して、○○するようにしたらどうかなあ！」

これらは、まさに日頃のちょっとした課題を、様々な立場の方で解決に向け協議をしています。こ

うしたちょっとした課題はたくさんあり、どちらの学校運営協議会でも対応されているのではない

かと思います。

では、学校が悩んでいること、困っていること、大きな課題になっていることについてはどうでしょ

うか。あまり議題に上がってこないのではないかと思います。

コミュニティ・スクール「地域とともにある学校」では、学校が悩んでいること、大きな課題となって

いることまでも地域と相談し、地域とともに解決へ向け対応をすることが必要ではないかと思いま

す。

例えば、「○○クラスが荒れてきて、困っている。」「学力調査結果の質問紙で、○○の力が弱いとい
う結果がでました。学校では、○○の対応をするように協議をしました」「別室登校児童が増え、手
が足りなくなった」などです。

私が勤めていた学校では、先生方に「もうどうにもならいない、手が足りない」など困ったら、地域

コーディネーター（地域学校協働活動推進員）に相談しよう」と伝えていました。

A児は別室登校で、同級生を避けるために、時間をずらして登下校しなければなりません。保護
者は仕事で無理といいます。クラスには気になる児童がおり、担任はクラスをあけるわけにはい

きません。登校支援員は、別の不登校児に対応しています。教頭先生は、やや荒れ気味のクラ

スの補助に入らなければなりません。ましてや、職員は、各自多くの業務を抱えており、毎日送り

迎えをすることは無理です。

困り果てたCS担当は、地域コーディネーター（地域学校協働推進員）に相談し、最終的にコー
ディネーターの方が、毎日一緒に登下校をしてくださっています。時々、1限目の学習支援もしてく
ださいます。

また、朝から母親と離れられない６年生のB児は、給食前に母親と帰っていました。ある日、母親
の仕事の関係で当分一緒に帰れないことになり、地域コーディネーターに相談すると、B児の地
区で一緒に帰ってくれる地域ボランティアを2人見つけてくれ、児童は、地域の方と毎日一緒に
帰っています。



※コーディネーターと保護者は学校側がつないでおり、ケースによっては、スクールカウンセラー

や保護者、地域コーディネーター等で対応を協議して取り組んでいます。

本来なら保護者が対応しなければならないのですが、そうもいかない場合があります。地域の力

がなければ、学校が対応しなければなりません。対応しなければならない児童は一人ではありま

せんから、本当に助かります。

義務教育・高等学校教育課程が終わるまでは、学校や専門家の助言で対応できても、卒業と同

時にきめ細やかな対応は終わります。しかし、小さいころから地域の方々とつながっていれば、

学校を卒業しても、地域で声をかけたり、身近な話をしたりと孤立を未然に防ぐ可能性がありま

す。子どもの成長に「地域の目線」は不可欠なのです。

このように、生徒指導面等で問題が発生したときに、コミュニティ・スクールを活用し解決法を見

出していくことが大切だと思います。また、こうして学校や子どもの課題を解決していくことは、教

員はクラスの子どもに向き合うことができ、働き方改革の大きな一助にもなります。

当時の教頭先生の話です。赴任してきたばかりの教頭先生は、「コミュニティ・スクールとか負担

になり、何か意味があるんですか？」と言いました。（教頭先生は、全くCSを導入していないA市
からの異動でした）

私は、「これから活動、取組をしていけば何か感じますよ」と伝えました。

前述のような事例や、校庭に芝生を植えたり、校外学習での引率・活動をしたりするなどの、常に

多くの地域の方が関わり活動していく中で、教頭先生が「校長先生、これがコミュニティ・スクール

なのですね、地域の方はすばらしいです。本当にありがたいです」と言ってくれました。

地域の力は、無限大の可能性を秘めていますね。

地域の力の可能性は無限大！
　今回は、課題解決の面から、コミュニティ・スクールの魅力をお知らせしました。次は、学校や地

域の強み（魅力）を生かす面からのコミュニティ・スクールの魅力についてお伝えします。

安田隆人プロフィール　文科省HPより
平成元年から岡山県内小学校教諭として勤務し、平成７年から平成９年マレーシア国クアラルン

プール日本人学校教諭、平成１３年から平成１５年旧浅口郡船穂町教育委員会派遣社会教育主

事、平成１６年から平成２０年岡山県教育委員会倉敷教育事務所社会教育主事、平成２１年から

平成２３年岡山県教育委員会岡山教育事務所社会教育主事（社会教育主事は１年間）、平成２４

年から平成２６年岡山県教育庁生涯学習課（総括副参事～副課長）と、学校、教育委員会事務

局両方での勤務を経験。平成２７年からは浅口市立鴨方東小学校長として学校現場に戻り、コ

ミュニティ・スクールの導入、働き方改革を一体的に推進し、優秀教職員組織表彰及び地域学校

協働活動推進に係る文部科学大臣表彰を受彰、学校の働き方改革の優良事例としてテレビや

新聞等各種メディアにも取り上げられる。令和元年から現職。令和３年度からコミュニティ・スクー

ル推進員（CSマイスター）。趣味は、ロードバイクでの緩やかなサイクリング。(以上文科省HPよ
り引用）

令和4年度からは、高梁市教育委員会高梁市社会教育課生涯学習係参事として地域に密着しな
がら高梁市のコミュニティ・スクールに関わっている。


